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陳詔氏の説は、 ① 「《金瓶梅》 ′ト考」 (「(紅楼夢)与(金瓶梅)」 1982年寧夏

















































































































































































































































































































































































②陳詔「《金瓶梅》 ′ト考」 (「《紅楼夢》与《金瓶梅》」 1982年寧夏人民出版社刊所収)｡また、










⑥ 「明史」巻67輿服志(三)に、 「凡親杷郊廟・杜稜,文武官分献陪妃,則服祭服｡ -・-独
銀衣衛堂上官,大紅蝶衣,飛魚,烏紗帽,鷲帯,凧繍春刀O」とある｡
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⑦ 「明史」巻67輿服志(三)では、忠静冠服に作る｡
°
⑧ 「明史」巻67では八品以上になっているが、 「世宗実録」巻85ないし「万暦大明会典」巻
61では、すべて八品以下になっているので、ここはこれに従った｡
⑨ 「明史」巻67輿服志(三)による｡
⑲ 「明史」巻67輿服志(≡)による歴朝賜服の条｡
文臣有末至一品而賜玉帯者,自洪武中学士羅復仁始｡術聖公秩正二晶、服織金敷麟袖・玉
帯、則景泰中入朝拝腸｡自走以為常O内閣賜捧衣,自弘治中劉健・李東陽始｡願麟本公・侯
服,両内閣服之,則嘉靖中厳嵩.徐階皆受賜也.仙鶴,文臣一品服也｡嘉靖中成国公朱希忠,
都督陸柄服之,皆以玄壇供事｡而学士厳言内・李春芳・董伶以五品撰青詞,亦賜仙鶴｡尋諭供
事壇中乃用,於是尚書皆不敢衣鶴｡後赦南京撒閃黄補麟麟・仙鶴,賜厳嵩,閃黄乃上用服色
也O又賜徐階教子升天蜂｡万暦中,賜張居正坐蜂,武清侯李偉以太后父,亦受賜｡
「万暦野猿編」補巻2閣臣賜燐之始の条｡
正統初、始以賞虜酋｡其賜司礼大増,不知起自何時｡想必王振・狂直話開始有之,而閣部
大臣,固未之及也｡自弘治十六年二月,孝宗久遠予獲安｡適大杷天地,視朝警戒,時内閣為
劉健・李東陽・謝遷,倶拝大紅蜂衣之賜,輔弼得蜂衣自此始｡最後賜坐蜂,更為借擬｡嘉隆
間,閣臣徐・張諸公,倶受賜,至三至四,沿襲至今,此前代所未有也｡
⑪西門慶は錦衣衛の属官であるという説は、 「《金瓶梅》小考」のうちの、 "西門慶官職"の
条と、 "執金吾堂"の条に見える｡また、 「金瓶梅」の時代背景は嘉靖年間であるとする説は、
同考のうちの、日高楊童察,四個好臣"の条と, "寮大師干児子"の条に見える｡
⑫但し、嘉靖末から万暦初にかけて、まだ科挙に合格しない官吏としては一人前ではない華
人や、監生・生員らの間でひそかに忠靖冠をかぶることが行われたらしいことは、 「明史」
巻67輿服志(三)に, 「万暦二年,禁挙人・監生・生儒借用忠靖冠巾,錦締錬履及張傘蓋,
戴燥耳｡達者玉城御史送問」とあるによっても窺われる｡
⑬ここは、杜信字纂輯「明代版刻綜録」巻6による｡
⑭拙稿「『金瓶梅』における親刺一西門慶の官職から見た」 (r函館大学論究」第18輯所収,
昭和60年)を参照されたい｡
⑮本来ならば、犀帯と訳すべきところである｡ここは、 ′ト野忍・千田九一訳をそのまま出し
た｡実は、小野・千田訳は、平凡社版の解説に、訳は「金瓶梅詞話」を底本とした旨明記し
ているが、何故かわからないが、所々「第-奇書」にもとずいて訳されている個所がある｡
ここもその一つである｡
⑲ 70回で、十三省捷刑官という言葉がでてくるが、その十三省の中味については、次の通り、
実際とは微妙にちがう｡
まず「金瓶梅」の十三省は、両准・両漸・山東・山西・関東・関西・河南・河北・福建・広
南・四川｡では、実際はどうであったか｡ 「万暦大明会典」巻14によれば、漸江・江西・湖
広・福建・山東・山西・河南・陳西・四川・広東・広西・雲南・貴州である｡やはり、ここ
もねらいはもっともらしく描くことにあったと思われる｡
(1990年4月9日受理)
